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第２期「総合戦略」の政策体系（案）

○働きやすい魅力的な就業環境と担い手の確保

○地域の実情に応じた取組の推進

③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる

○結婚・出産・子育てしやすい環境の整備

◆ 第１子出産前後の女性継続就業率 等

○結婚、出産、子育ての支援
○仕事と子育ての両立

② 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる

○関係人口の創出・拡大
○地方への資金の流れの創出・拡大

○地方移住の推進
○若者の修学・就業による地方への定着の推進

基本目標

○地域資源・産業を活かした地域の競争力強化
○専門人材の確保・育成

主な施策の方向性

① 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする
目指すべき将来

○安心して働ける環境の実現

◆ 若い世代の正規雇用労働者等の割合 等

○地域の特性に応じた、生産性が高く、
稼ぐ地域の実現

◆ 地方における若者を含めた就業者増加数

④ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

○活力を生み、安心な生活を実現する環境の確保

◆ 市町村域内人口に対して、居住誘導区域内の人口の占める
割合が増加している市町村数 等

○安心して暮らすことができるまちづくり

○質の高い暮らしのためのまちの機能の充実
○地域資源を活かした個性あふれる地域の形成

将来にわたって
「活力ある地域社会」
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「東京圏への一極集中」
の是正

◆ 地方・東京圏の転出入

地域の外から稼ぐ力を
高めるとともに、

地域内経済循環を実現する



第２期「総合戦略」におけるＫＰＩ設定の考え方について

○ ＫＰＩは、施策の効果を検証し改善するＰＤＣＡサイクルを確立するために設定するも
のである。このため、ＫＰＩの設定に当たっては、その背景となる政策目的についても明
示するべきである。

○ 地方創生は、地域の経済社会構造全般にわたる息の長い取組であり、施策の目的とＫＰ
Ｉの関係が複雑なものとなる場合がある。したがって、施策の効果を評価するに当たって
は、ＫＰＩの目標値の進捗状況の確認のみならず、施策の目的・考え方とも照らした定性
的な評価を含め、検証すべき場合もある。

例えば、地方公共団体、民間団体等の取組件数を評価する場合については、その取組の
実行に当たって、これらのモチベーションの向上などの成果を併せて検証するべきである。

○ 地方創生との関連が特に強いものを中心に、数を絞ってＫＰＩを設定することが望まし
い。
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第１回
８月22日

・第２期「総合戦略」における政策体系の整理①
・４つの基本目標に係るKPIの見直し・新たなKPIの検討①

第２回
９月13日

・第２期「総合戦略」における政策体系の整理②
・４つの基本目標に係るKPIの見直し・新たなKPIの検討②

第３回（最終回）
10月11日

・第２期「総合戦略」における政策体系（案）
・KPIの見直し・新たなKPIの設定（案）

（参考）第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に向けたKPI検討会について

○検討事項

○開催スケジュール

（１）第２期「総合戦略」における政策体系の整理

（２）KPIの見直し・新たなKPIの検討
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○構成員

増田 寛也（座長）東京大学公共政策対学院客員教授

阿部 正浩 中央大学教授

五十嵐 智嘉子 一般社団法人北海道総合研究調査会理事長

岡田 豊 みずほ総合研究所株式会社調査本部 主任研究員

牧野 光朗 長野県飯田市長

松原 宏 東京大学大学院総合文化研究科教授

○開催趣旨

第２期「総合戦略」の策定に向けて、第２期「総合戦

略」における政策体系の整理や、KPIの見直し・新たな

KPIの検討を行った。
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